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■
バッテリを長時間放置すると、自己放電し補充電を行っても元の性能

には戻らない場合があります。長時間使用しない場合は、ブレーカー

を起こし「OFF｣状態にした後、1 ～２か月に 1 回の補充電を実施し

てください。 レバーを起こす

OFF ON

レール、支柱に異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損するおそれがあります。

以下のことを確認してください。

(1) レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持金具

や沈下防止板の割れはないか。

⇒ レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持

金具や沈下防止板の割れがあるときは、修

理してください。

(2) ストッパー受けは作動するか。

⇒ ストッパー受けが作動しないときは、新品

と交換してください。　

支柱

支持金具

ストッパー受け
レール支持ボルト

沈下防止板

ナットレール

ラック

6.

Ⅳ
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(3) 支柱が沈下していないか。

⇒ 支柱が沈下しているときは、沈下防止板の

下部をセメントで補強してください。

(4) レール、支柱が腐食していないか。

⇒ レール、支柱が腐食しているときは、新品

と交換してください。

フレームに異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損するおそれがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 牽引車のフレームに変形がないか。

⇒ 牽引車のフレームが変形しているときは、
修理するか新品と交換してください。

レール

支柱
セメント沈下防止板

支柱が沈下している

レール

セメントで補強する

レール

支柱
セメント沈下防止板

支柱が沈下している

レール

セメントで補強する

上部ローラー

下部ローラー

レール
フレーム

上部ローラー

下部ローラー

レール
フレーム

Ⅳ

7.
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(3) 支柱が沈下していないか。
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と交換してください。

フレームに異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損するおそれがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 牽引車のフレームに変形がないか。

⇒ 牽引車のフレームが変形しているときは、
修理するか新品と交換してください。

レール
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連結部に異常があったときは、使用しないでください。
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。
※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損するおそれがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割れが

ないか。

⇒ 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割

れがあるときは、すぐに新品と交換してく

ださい。

(2) 主連結器が変形していないか。

⇒ 主連結器が変形しているときは、まず原因

を調べ、新品と交換してください。

(3) 連結ピンがすりへって細くなったり、変形した

り、ピン穴が大きくなっていないか。

⇒ 連結ピンがすりへって細くなったり、変形

したり、ピン穴が大きくなっているときは、

新品と交換してください。

副連結ワイヤー

連結ピン主連結器

荷物台車
牽引車または乗用台車

牽引車～荷物台車

牽引車～乗用台車

乗用台車～荷物台車

8.

Ⅳ

(4) 主連結器、副連結ワイヤーが完全に連結してい

るか。

⇒ 主連結器、副連結ワイヤーを完全に連結し

てください。

(5) 主連結器を接続したときに、ストップスイッチ

コードを 2 ケ所接続しているか。

⇒ 牽引車側、乗用台車側２ケ所のギボシコネ

     クターを接続してください。

ギボシ
コネクター接続

重 要
ストップスイッチコードは、乗用台車の非

常用駐停車ブレーキレバーを引いたときに

エンジンを停止させるものです。必ず接続

してください。

M-300.indb   52 2008/05/02   9:41:39

乗用台車

ストップ
スイッチコード

副連結ワイヤー

主連結器

牽引車

Ⅳ
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(6) 連結ピンの R ピンが破損、または抜けていない

か。

⇒ 連結ピンの R ピンが破損、または抜けてい

るときは、新品と交換してください。

牽引車

乗用台車

荷物台車

(7) 副連結取付け部シャックルのネジがゆるんでい

※　副連結のワイヤーを取扱う際、ワイヤーの

　　カシメ部にバリがある場合がありますので

　　注意してください。

ないか。

⇒ ネジがゆるんでいるときは、確実に締め付

けてください。

牽引車～乗用台車

牽引車～荷物台車

乗用台車～荷物台車

主連結器

RピンRピン

平ワッシャー平ワッシャー

Ⅳ

ストップスイッチコード

主連結器

（乗用台車側）

シャックルのネジ

ストップスイッチコード

コード接続箇所
（乗用台車側）

Ⅴ . 各部の調整

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。
※ エンジンブレーキが効かなくなります。

（緊急ブレーキが作動します。）

Vベルトは、必ず指定のA-44 REDを使用
してください。
※ 標準ベルトを使用すると、切れるおそれがあ

ります。また、2本同時に交換してください。

交換後のVベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

各種カバー類を外したまま、使用しないでく
ださい。
※ カバー 類 を外したまま走行すると、手を

     はさんだり衣類を巻き込んだりして受傷

     するおそれがあります。

     
■
Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているときは、

以下の方法でベルト交換をしてください。

1  モーターカバーのボルト5本をゆるめ、モー

 ターカバーを外します。

ボルト

重 要
新しいベルトは約 10 時間の使用で初期の伸びが

発生するため、10時間使用後に必ずベルト張り調

整を行ってください。

M-300.indb   54 2008/05/02   9:41:42

 モーターカバー

Ⅴ
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2  モーター回転軸を回しエンジン台を前方に

 傾けます。

※エンジン台を傾けないとベルトカバーが

　外れません。

3

4

 ベルトカバーのボルト6本をゆるめ、 ベル

 トカバーを外します。

 ベルトテンショナーの取付ボルトと調整ボルト

 をゆるめベルトテンショナーの張りをゆるめます。

5  エンジン台フレーム固定ナット4個をゆるめます。

取付ボルト 調整ボルト

エンジン台フレーム下面

固定ナット

ボルト

ベルトテンショナー

 

1
3

2

モーター回転軸

固定ナット

ベルトカバー

Ⅴ
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8  エンジン台フレームの位置が本体フレーム前端

より23ｍｍを目安に、前後調整ボルトで調整し

ます。この時ベルトの中央部を指で押して約10

mmたわむよう確認してください。緩いまたは、硬い

場合は前後の調整を再度行ってください。前後調

整ボルトにて調整し、前後調整ロックナットにて

固定します。

 エンジン台フレーム

 固定ボルトとナット

 をフレーム同士の平

 行をとりながら固定

 します。  エンジン台フレーム固定ボルトとナット

6  エンジン台のロックナットと前後調整ボルトを

 ゆるめエンジン台を矢印の方向へ動かし、Vベ

 ルトを取り外してください。

交換後の V ベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。
※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

7  新しいＶベルトに
 交換します。

 

（V ベルト：
   A-44 RED2本）

ロックナット（左右各1個）

ロックナット
前後調整ボルト
（左右各1本）

エンジン台フレーム下面 重 要

Ｖベルト

23mmベルト たわみ 約10mm

本体フレーム前端

 エンジン台フレーム

Vベルト

Ⅴ
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重 要
ベルトの張りは、通常の張りの強さに比べ若干

強い張りとなります。

9 ベルトテンショナーの調整

ベルトテンショナーの角軸部を矢印方向へい

っぱいに回しテンションをかけ同時に調整ボ

ルトを締め込みます次に取付ボルトを締め込

みベルトテンショナーの位置を固定します。

11 ベルトカバーを取付け、ボルト6本を締め込み

定します。

10 モーターカバーのボルト5本を締め込み固定し

ます。

外したカバー類は、元どおりに取り付けて
ください。
※ 守らないと、手をはさんだり衣類を巻き込

んだりして受傷するおそれがあります。

ベルトカバー
ボルト4本

ボルト1本

ボルト4本

ボルト2本 モーターカバーⅤ
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■

1  ベルトの張りを指で押さえ確認してください。

 たわみ約10ｍｍ以上ゆるんでいる場合は

 ベルト張り調整を行います。

2  エンジン台フレームの固定ナット4個をゆる

 めます。

ベルト張り調整方法

ベルト
たわみ 約10mm

エンジン台フレーム下面

固定ナット固定ナット

Ⅴ
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重 要
ベルトの張りは、通常の張りの強さに比べ若干

強い張りとなります。

9 ベルトテンショナーの調整
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っぱいに回しテンションをかけ同時に調整ボ

ルトを締め込みます次に取付ボルトを締め込

みベルトテンショナーの位置を固定します。

11 ベルトカバーを取付け、ボルト6本を締め込み

定します。

10 モーターカバーのボルト5本を締め込み固定し

ます。

外したカバー類は、元どおりに取り付けて
ください。
※ 守らないと、手をはさんだり衣類を巻き込

んだりして受傷するおそれがあります。

ベルトカバー
ボルト4本

ボルト1本

ボルト4本

ボルト2本 モーターカバーⅤ
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 たわみ約10ｍｍ以上ゆるんでいる場合は

 ベルト張り調整を行います。

2  エンジン台フレームの固定ナット4個をゆる

 めます。

ベルト張り調整方法
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3  エンジン台のロックナットと前後調整ボルト

 を回しエンジン台を矢印の方向へ動かしV

 ベルトの中央部を指で押して約10ｍｍたわ

 むように調整し前後調整ロックナットにて

 固定します。

 エンジン台フレーム 固定ボルトとナットを

 フレーム同士の平行をとりながら固定します。

 エンジン台フレーム固定ボルトとナットロックナット（左右各1個）

前後調整ボルト
（左右各1本）

エンジン台フレーム下面

 重 要

ベルト
たわみ 約10mm

Ⅴ

走行停止レバー

エンジンスイッチ

前後レバー

ストップレバー

ロッド調整ナット

スキマ
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1

2

3

4

5

45°の傾斜を非乗用型は700kg、乗用型は5名乗車時で80kgの積荷で降坂するとき、ストップレバーがレールの

ストッパー受けに当たると約50cmで牽引車が停止するようにあらかじめセットしてあります。

もし、1m以上すべるときは、次の方法で調整を行ってください。

調整はレールが水平な所か、できるだけ傾斜が

緩やかなところで行う。

走行停止レバーを倒し、「停止」位置に入れる。

エンジンを停止し、前後レバーを「前」または

「後」に入れる。

機械が動かないようロープなどで固定するかラッ

ク歯止めをして完全に固定する。

ロッド調整ナットをゆるめ、スキマ寸法を大きくする

2.

Ⅴ
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以上の方法でも調整できないときは、最寄
りの販売店に点検調整を依頼してくださ
い。
※ 守らないと、事故が発生し受傷するおそれ

※ 調整後ブレーキが引っかからないことを
確認してください。

があります。

ブレーキ調整ナット

スプリング長
（基準65ｍｍ）

ロッドを手で軽く引張った状態でスキマ寸法を確認

ロッド調整ナット
ロッド取付ボルト

ロックナット スキマ15～16ｍｍ

ブレーキの効きが弱い時はブレーキ調整ナットを
閉め込み調整する

Ⅴ
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牽引車のローラーとレールの隙間が1mｍ
以上あるときは、走行しないでください。
※ 1mm以上あると、モノラックが左右にゆ

れて不安定になるため、脱線し受傷する
おそれがあります。

ローラーの調整は水平な場所で行ってくださ
い。
※ 傾斜した場所で行うと、受傷するおそれが

あります。

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて
いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで
錆を落としてください。
※ 錆びたまま無理に回転させると、工具が滑

り手を受傷するおそれがあります。

回転しないローラーがあった場合は、最寄
りの販売店に、修理または交換依頼をして
ください。
※ 回転しないローラーのまま走行すると、

ローラーが破損するおそれがあります。

3.

Ⅴ
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■ 

上部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  ナットをゆるめます。

2  調整ボルトをゆるめます。

3  スパナかけにスパナをかけてローラー軸を回します。

4  隙間が 1mm になるように調整します。

5  調整ボルトを締めます。

6  ナットを締めます。

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

レール

ナット

下部ローラー

ローラー軸

ナット

ナット

隙間 1mm

スパナかけ

Ⅴ

Ⅵ . 異常時の対応

・正しい始動操作を行っているのに、エンジンが始動しないとき

・機械がレールから脱線したとき

・機械が石や木などに衝突して壊れたとき

・正しい操作を行っているのに、機械が走行しないとき

・正しい操作を行っているのに、機械が駐停車しないとき

・緊急ブレーキが作動したとき

・非常用駐停車ブレーキレバーを引いたとき（乗用型のみ）

・走行中、機械のどこからか異音や悪臭（こげくさい）が発生しているとき

・通常の走行時より、機械の揺れや振動が明らかに大きくなり危険を感じたとき

異常だと思ったら絶対に使用しないでください。
※ 思わぬ事態により、人が死亡または重傷を負う可能性が想定されます。 

軽傷または物的損害の発生する頻度が高いことが想定されます。

・機械の操作をやめて、エンジンを止めてください。（非乗用型のみ）

・機械の運転をやめて、安全に降車して、エンジンを止めてください。（乗用型のみ）

・ただちに販売店に連絡して、点検整備をしてもらってください。

M-300.indb   62 2008/05/02   9:41:54

Ⅵ



53

M-300.indb   59 2008/05/02   9:41:49

■ 

上部ローラーで隙間の調整を行ってください。
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